
大宮ソニックシティ

小ホール（ホール棟　2F） 国際会議室（ホール棟　4F）

16:50～17:20
総会

10:00～11:00 基調講演
子ども期の逆境経験と健康：

トラウマ治療に活かせる環境調整とは
座長：戸田　裕之
演者：藤原　武男

11:10～12:10
教育講演

米国におけるトラウマ治療
― 社会・教育・臨床の現在と課題

座長：長峯　正典
演者：服部　信子

15:20～16:50
大会企画シンポジウム2

実装科学から見たトラウマ治療の現状
　　座長：西　　大輔、斉藤　　拓

指定討論者：佐々木那津　　　　　　　
シンポジスト：井野　敬子、大塚美菜子　　

　　　　　亀岡　智美、鶴田　信子
　　　堀越　　勝　　　　

13:40～15:10

大会企画シンポジウム1
トラウマ治療の現状における課題と今後の展望

　　座長：長峯　正典、中島　聡美
シンポジスト：伊津野拓司、仁木　啓介　　
　　　　　　　白川美也子、大江美佐里　　

9:55～10:00　 開会挨拶

12:30～13:30
ランチョンセミナー①
災害時のこころのケアと PTSD

座長：松本　和紀
演者：加藤　　寛

共催：大塚メディカルデバイス株式会社

17:00～18:00

ポスターセッション

10:30～17:00

ポスター閲覧

9:30～10:30

ポスター貼り付け
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16:00
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■（1日目）：2026年7月25日（土）
・現地開催のプログラムは後日オンデマンド配信を行います（但しランチョンセミナー①は除く）。

A会場 B会場

大宮ソニックシティ

小ホール（ホール棟　2F）国際会議室（ホール棟　4F）401+402（ビル棟　4F） 403+404（ビル棟　4F）

15:20～16:50

シンポジウム A4
トラウマインフォームドケア
（TIC）の海外モデルと本邦に
おける実践：TIC 実装化に
向けた課題の検討

座長：大岡　由佳、野坂　祐子
シンポジスト：
　　　野坂　祐子、伊東ゆたか
　　　三宅　美智、大岡　由佳

9:00～10:30

シンポジウム A1
PTSD の診断基準を満たさない
トラウマ症状へのトラウマ

焦点化療法
座長：菊池安希子
シンポジスト：
　　　今野理恵子、片柳　章子
　　　菊池安希子
指定討論者：大江美佐里

12:30～13:30
ランチョンセミナー②
難治性うつ病の背景にあるトラウマを再考する

－病態理解と治療の新たな視点－
座長：戸田　裕之
演者：朴　　秀賢

共催：武田薬品工業株式会社/
ルンドベック・ジャパン株式会社

12:30～13:30
ランチョンセミナー③
全般不安症（GAD）～忘れ去られた

不安神経症概念の再考～
座長：長峯　正典
演者：中尾　智博

共催：ヴィアトリス製薬合同会社

9:00～10:30

シンポジウム C1
医療観察事件の前後で交差
する治療，支援，そして･･･
座長：渡邊　　健
シンポジスト：
　　　大屋　未輝、渡邊　　健
　　　塩谷　幸祐、大塚　淳子

9:00～10:30

シンポジウム D1
音で操作される環世界：
PTSD の覚醒・夢・深睡眠を
つなぐ病態モデルと介入

座長：井野　敬子
シンポジスト：
　　　井野　敬子、坂口　昌徳
　　　善甫　啓一、阿部　高志
　　　千葉　俊周

9:00～10:30

シンポジウムB1
こども期のポジティブ体験を
どう測り、どう活かすか

― PCEs ／ PACEs のエビデンス
と日本における展開 ―

座長：西　　大輔
シンポジスト：
　　　三谷はるよ、山口　有紗
　　　菅原ますみ、滝沢　　龍

10:40～12:10
シンポジウム B2

トラウマ領域における国際的な
組織と JSTSS：気候変動・災害
をめぐるコラボレーション

座長：井筒　　節
シンポジスト：
　　　大江美佐里、片柳　章子
　　　Samuel A. Jinadu
　　　堤　　敦朗、山田　悠平

10:40～12:10
シンポジウム A2

災害時・後におけるトラウマティック
ストレスへの対応とチャレンジ～
身体からのアプローチを含めた

その経験と実装
座長：高橋　　晶、牧田　　潔
シンポジスト：
　　　仁木　啓介、森川　綾女
　　　花丘ちぐさ、関　　明美
　　　八木　淳子、冨永　良喜
指定討論者：高橋　　晶

10:40～12:10

シンポジウム C2
学校における被害と加害の

問題を考える
座長：櫻井　　鼓
シンポジスト：
　　　本間なぎさ、髙木　尋子
　　　山下由紀子　　　
指定討論者：岩切　昌宏

10:40～12:10
シンポジウム D2

戦禍と災害におけるトラウマの
共有知：ウクライナと日本との対話
座長：金　　吉晴、重村　　淳
シンポジスト：
　　　重村　　淳、斉藤　　拓
　　　Oleh Chaban
　　　Mykhaylo Pustovoyt
指定討論者：金　　吉晴

13:40～15:10
シンポジウム B3

トラウマ診療をテーマにした
精神科医への研修：「向き合う」
ために必要な取り組みとは

座長：松本　和紀、大江美佐里
シンポジスト：
　　　佐久間　篤、金井　講治
　　　牧田　　潔、小俵　京子

13:40～15:10

シンポジウム A3
心的外傷後ストレス症の診療
ガイドライン作成の現状と
これから：よりよいガイド
ラインにするために

座長：前田　正治、中島　聡美
シンポジスト：
　　　高橋　　晶、伊藤　正哉
　　　八木　淳子、重村　　淳

13:40～15:10
シンポジウム C3
男性の性暴力被害者の

心理と支援
座長：藤代　富広、成澤　知美
シンポジスト：
　　　秋山　千佳、齋藤　　梓
　　　宮﨑　浩一
　　　

13:40～15:10
シンポジウム D3

日本の戦争トラウマを再考する
～第２次大戦から 80年を経て～
座長：森　　茂起
シンポジスト：
　　　長峯　正典、中尾　知代
　　　北村　　毅、森　　茂起
指定討論者：
　　　中村　江里、伊藤　　宏

15:20～16:50

シンポジウム B4
東日本大震災から 15年：災害・コロナ禍

を経た子どものメンタルヘルス
―逆境的育ちと回復のための支援―

座長：八木　淳子、桝屋　二郎
シンポジスト：
　　　八木　淳子、増田　　史
　　　桝屋　二郎、小林　桜児

15:20～16:50

シンポジウム C4
刑事手続と子どものトラウマケアの
両立－司法面接前後から裁判終了
までの子どもの回復の権利を考える
座長：齋藤　　梓
シンポジスト：
　　　木田　秋津、田中　晶子
　　　三宅和佳子、齋藤　　梓

15:20～16:50

シンポジウム D4
日本における EMDR療法の

実装に向けて
ー臨床研究　途中経過ー

座長：市井　雅哉、森　　貴俊
シンポジスト：
　　　森　　貴俊、菊池安希子
　　　市井　雅哉、椎野　智子

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00
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■（2日目）：2026年7月26日（日）

A会場 B会場 C会場 D会場

16:50～17:00　　閉会の挨拶

・現地開催のプログラムは後日オンデマンド配信を行います（但しランチョンセミナー②、③は除く）。
・シンポジウム E1 はオンデマンド配信のみの実施です（詳細は 32頁を参照）。

展　　示 　会場：ホール棟  ロビー（4F）　　 時間：  9：30 ～ 17：00

懇  親  会 　会場：天空のジパング（14F）　　 時間：  18：30 ～ 20：30

タイムテーブル
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★シンポジウムの日程は「企画者は掲載しない」「座長・シンポ兼任は 2
回掲載」とすること。また、2 日目は文字サイズも少し小さいものにする。

大宮ソニックシティ

小ホール（ホール棟　2F） 国際会議室（ホール棟　4F）

16:50～17:20
総会

10:00～11:00 基調講演
子ども期の逆境経験と健康：

トラウマ治療に活かせる環境調整とは
座長：戸田　裕之
演者：藤原　武男

11:10～12:10
教育講演

米国におけるトラウマ治療
― 社会・教育・臨床の現在と課題

座長：長峯　正典
演者：服部　信子

15:20～16:50
大会企画シンポジウム2

実装科学から見たトラウマ治療の現状
　　座長：西　　大輔、斉藤　　拓

指定討論者：佐々木那津　　　　　　　
シンポジスト：井野　敬子、大塚美菜子　　

　　　　　亀岡　智美、鶴田　信子
　　　堀越　　勝　　　　

13:40～15:10

大会企画シンポジウム1
トラウマ治療の現状における課題と今後の展望

　　座長：長峯　正典、中島　聡美
シンポジスト：伊津野拓司、仁木　啓介　　
　　　　　　　白川美也子、大江美佐里　　

9:55～10:00　 開会挨拶

12:30～13:30
ランチョンセミナー①
災害時のこころのケアと PTSD

座長：松本　和紀
演者：加藤　　寛

共催：大塚メディカルデバイス株式会社

17:00～18:00

ポスターセッション

10:30～17:00

ポスター閲覧

9:30～10:30

ポスター貼り付け
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■（1日目）：2026年7月25日（土）
・現地開催のプログラムは後日オンデマンド配信を行います（但しランチョンセミナー①は除く）。

A会場 B会場

大宮ソニックシティ

小ホール（ホール棟　2F）国際会議室（ホール棟　4F）401+402（ビル棟　4F） 403+404（ビル棟　4F）

15:20～16:50

シンポジウム A4
トラウマインフォームドケア
（TIC）の海外モデルと本邦に
おける実践：TIC 実装化に
向けた課題の検討

座長：大岡　由佳、野坂　祐子
シンポジスト：
　　　野坂　祐子、伊東ゆたか
　　　三宅　美智、大岡　由佳

9:00～10:30

シンポジウム A1
PTSD の診断基準を満たさない
トラウマ症状へのトラウマ

焦点化療法
座長：菊池安希子
シンポジスト：
　　　今野理恵子、片柳　章子
　　　菊池安希子
指定討論者：大江美佐里

12:30～13:30
ランチョンセミナー②
難治性うつ病の背景にあるトラウマを再考する

－病態理解と治療の新たな視点－
座長：戸田　裕之
演者：朴　　秀賢

共催：武田薬品工業株式会社/
ルンドベック・ジャパン株式会社

12:30～13:30
ランチョンセミナー③
全般不安症（GAD）～忘れ去られた

不安神経症概念の再考～
座長：長峯　正典
演者：中尾　智博

共催：ヴィアトリス製薬合同会社

9:00～10:30

シンポジウム C1
医療観察事件の前後で交差
する治療，支援，そして･･･
座長：渡邊　　健
シンポジスト：
　　　大屋　未輝、渡邊　　健
　　　塩谷　幸祐、大塚　淳子

9:00～10:30

シンポジウム D1
音で操作される環世界：
PTSD の覚醒・夢・深睡眠を
つなぐ病態モデルと介入

座長：井野　敬子
シンポジスト：
　　　井野　敬子、坂口　昌徳
　　　善甫　啓一、阿部　高志
　　　千葉　俊周

9:00～10:30

シンポジウムB1
こども期のポジティブ体験を
どう測り、どう活かすか

― PCEs ／ PACEs のエビデンス
と日本における展開 ―

座長：西　　大輔
シンポジスト：
　　　三谷はるよ、山口　有紗
　　　菅原ますみ、滝沢　　龍

10:40～12:10
シンポジウム B2

トラウマ領域における国際的な
組織と JSTSS：気候変動・災害
をめぐるコラボレーション

座長：井筒　　節
シンポジスト：
　　　大江美佐里、片柳　章子
　　　Samuel A. Jinadu
　　　堤　　敦朗、山田　悠平

10:40～12:10
シンポジウム A2

災害時・後におけるトラウマティック
ストレスへの対応とチャレンジ～
身体からのアプローチを含めた

その経験と実装
座長：高橋　　晶、牧田　　潔
シンポジスト：
　　　仁木　啓介、森川　綾女
　　　花丘ちぐさ、関　　明美
　　　八木　淳子、冨永　良喜
指定討論者：高橋　　晶

10:40～12:10

シンポジウム C2
学校における被害と加害の

問題を考える
座長：櫻井　　鼓
シンポジスト：
　　　本間なぎさ、髙木　尋子
　　　山下由紀子　　　
指定討論者：岩切　昌宏

10:40～12:10
シンポジウム D2

戦禍と災害におけるトラウマの
共有知：ウクライナと日本との対話
座長：金　　吉晴、重村　　淳
シンポジスト：
　　　重村　　淳、斉藤　　拓
　　　Oleh Chaban
　　　Mykhaylo Pustovoyt
指定討論者：金　　吉晴

13:40～15:10
シンポジウム B3

トラウマ診療をテーマにした
精神科医への研修：「向き合う」
ために必要な取り組みとは

座長：松本　和紀、大江美佐里
シンポジスト：
　　　佐久間　篤、金井　講治
　　　牧田　　潔、小俵　京子

13:40～15:10

シンポジウム A3
心的外傷後ストレス症の診療
ガイドライン作成の現状と
これから：よりよいガイド
ラインにするために

座長：前田　正治、中島　聡美
シンポジスト：
　　　高橋　　晶、伊藤　正哉
　　　八木　淳子、重村　　淳

13:40～15:10
シンポジウム C3
男性の性暴力被害者の

心理と支援
座長：藤代　富広、成澤　知美
シンポジスト：
　　　秋山　千佳、齋藤　　梓
　　　宮﨑　浩一
　　　

13:40～15:10
シンポジウム D3

日本の戦争トラウマを再考する
～第２次大戦から 80年を経て～
座長：森　　茂起
シンポジスト：
　　　長峯　正典、中尾　知代
　　　北村　　毅、森　　茂起
指定討論者：
　　　中村　江里、伊藤　　宏

15:20～16:50

シンポジウム B4
東日本大震災から 15年：災害・コロナ禍

を経た子どものメンタルヘルス
―逆境的育ちと回復のための支援―

座長：八木　淳子、桝屋　二郎
シンポジスト：
　　　八木　淳子、増田　　史
　　　桝屋　二郎、小林　桜児

15:20～16:50

シンポジウム C4
刑事手続と子どものトラウマケアの
両立－司法面接前後から裁判終了
までの子どもの回復の権利を考える
座長：齋藤　　梓
シンポジスト：
　　　木田　秋津、田中　晶子
　　　三宅和佳子、齋藤　　梓

15:20～16:50

シンポジウム D4
日本における EMDR療法の

実装に向けて
ー臨床研究　途中経過ー

座長：市井　雅哉、森　　貴俊
シンポジスト：
　　　森　　貴俊、菊池安希子
　　　市井　雅哉、椎野　智子
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■（2日目）：2026年7月26日（日）

A会場 B会場 C会場 D会場

16:50～17:00　　閉会の挨拶

・現地開催のプログラムは後日オンデマンド配信を行います（但しランチョンセミナー②、③は除く）。
・シンポジウム E1 はオンデマンド配信のみの実施です（詳細は 32頁を参照）。

展　　示 　会場：ホール棟  ロビー（4F）　　 時間：  8：30 ～ 15：30
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